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2 Up－8 　　　　　生活改善同盟会の活動状況にづいて　２

　一一出版物からみた住宅改良に関する動向について一一

昭和女大（院）　礒野さとみ　　○東工大附属工高　内田青蔵

〔(社) 日本家政学会

・目的・方法：生活改善同盟会は、生活全般に亙る様々な領域の改善を目指して活動を行

った。具体的活動を行うにあたっては、衣食住などの各領域を対象とする調査委員会を設

けその改善の方針を決定し、機関誌とともに単行本の出版を通してその普及に努めている。

このため、本稿では、生活改善同盟会の活動状況を明らかにする一端として、単行本の出

版活動に注目し、その出版活動ならびに出版物からみた住宅改良に関する動向を概観する。

・結果：同盟会では「生活ノ改善」の遂行のため「雑誌図書其他ノ印刷物ヲ発行ス」るこ

とが規約に記されている。印刷物としては、機関誌、単行本の他に宣伝のビラなどがあり、

その印刷部数は、例えば大正九年から同十二年までの間に設立趣旨ならびに規約が一三万

四千五百部、生活改善宣伝ビラ百三十万枚、単行本『住宅改善の方針』三千部というよう

にかなりの数であり、出版物を通しての普及活動に力を注いでいたことが窺われる。

　大正九年から昭和八年までに出版された単行本は十七冊で、このうち、住宅改良に関す

る記述があるものは九冊である。これらの住宅改良の内容を見ていくと、昭和三年以前に

出版された五冊は、全て住宅改善調査委員会の調査結果をまとめたもので、改良方針の手

引き書的なものといえる。その中で大正十三年の『住宅家具の改善』は、項目数が最も多

いことから、調査委員会の調査結果として最も整ったものといえる。一方、昭和三年以降

の単行本の内容は、調査委員会の改良方針そのものではなく、現状を反映した住宅改良の

意見を取り上げている。このことから、単行本における住宅改良に関する内容は昭和三年

を境に調査委員会による共通方針から現実的な改良意見へと変化していたことが窺われる。
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　亘豹　昨年度の本研究第７報に続き。江戸時代中。後期の家相の文献を通して、当時の
人々の住まいに対する考え方を探る。今回の報告では、家相文献の著者像に焦点をあて。

　「家相考鑑」という作業が実際にどのように行われているのかを明らかにする。
　方法　東京家政学院大学図書館大江文庫所蔵の家相文献のうち。寛政10年（1798）刊行

の『家相図解』、享和元年（1801)に序文が書かれ。同２年刊行の『相宅小鑑』、文化元

年（1804）刊行の『家相図説大全』、文化元年（1804）に序文が書かれた『家相図解全書』

天保11年（1840）刊行の『家相秘伝集』の５冊を中心に、「家相考鑑」の状況の描写を抽
出し、分析をすることにより、「家相見」と呼ばれるる家相文献の著者達の仕事の内容や

実像について考察し、彼らが当時の住まい造りに果たした役割を明らかにする。

　結論　　文献中の上記の内容の描写は。家相判|断の一般論の重みづけの為の具体例とし

て紹介される。これには「摂州兵庫灘辺住吉より家相考鑑のために請せられ。逗留の内」

めような具体例と。「天文年中美濃の斎藤道三織田家と戦ふの軍中に於て」のように歴史

上の逸話に範を求める例がある。家相見の仕事は、大工の指図書（建築図面）を「朱墨を
以て改め所を指図」し。添削をしてサインを残すことである。その際。神道や茶道などの

しきたりには踏み込まない気遣いを見せるが、他流派の同業者には厳しい態度で臨んでい

る。営業形態は前述のように客に請われて出張する場合と、「予が住居へ居宅の図書を持

来り家相考鑑を需る」場合がある。大工の図面に家相判断を施し、建て替えや増築の相談
に乗る「家相見」像と、そのテキストとしての家相文献の存在が明らかになった。
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